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しまねの土地改良だより 
平成26年 2月 1日発行(第 35 号)    水土里ネット島根 

■「島根ふるさとフェア２０１４」開催  ＝１８万人の人出で賑わう＝ 

１月１８・１９日、広島県立総合体育館を主会場に「島根ふるさとフ

ェア２０１４」（広島地区観光情報発信事業実行委員会主催）が開催さ

れ、約１８万人（主催者発表）が詰めかけました。 

このフェアは、島根県の隣接県で県外観光客入り込み数のトップを占

める広島県において、島根県内各地域の魅力や観光資源等を紹介し、島

根県と広島県の一層の交流促進を図ることを目的として開催されている

もので、１７回目の開催となった今年は、県内１９市町村から参加した

企業や各種団体が多数のブースを設け、各地域の特産品の販売やスタン

プラリー、また、メインステージでは、各地域のお国自慢ＰＲとして神楽や太鼓、踊りなどが披露され

ました。 

本会は、島根県農村整備課とともに「しまねの棚田」のＰＲ及び「農村景観フォトコンテスト」の入

賞作品の展示をして、島根の棚田地域を含めた農村の魅力をＰＲしました。 

島根県では、県内１１の棚田組織（うち、７つの棚田が「日本の棚田百選」に選定）、県、関係市町

及び本会が構成メンバーとなり「しまねの棚田ネットワーク」が組織され、各地域で棚田の保全活動や

交流活動が積極的に行われていますが、その一環として今回のフェアに、西田（太田市）、佐津目

（同）、羽須美（邑南町）、山王寺（雲南市）の４組織が参加して各地域の魅力を情報発信するととも

に、棚田米のすくい取りをしてもらい来場者をもてなしました。来場者の中には毎年棚田米を目当てに

来られる方も多く、その人気の高さを伺い知ることができました。 

また、メインステージ横に設けられた「農村景観フォトコンテスト」

の作品展示コーナーには、島根県出身で広島在住の方も多く訪れ、自分

の故郷が以前と変わらないことに喜びを感じて思い出話をされる方や

「今度島根に行ってみたい」と言われる方もおられ、島根の農村の魅力

を伝えることができたと思います。  
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島根ふるさとフェアに参加された山王
寺、羽須美の皆さん＝広島県立総合体
育館(19日) 

棚田米のすくい取りをする来場者 
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調印式を終え握手を交わす松浦松江市長と各土地改
良区理事長＝松江市役所（左から千酌土地改良区、
東出雲町土地改良区、鹿島町土地改良区、松江市土
地改良区、松浦市長、宍道町土地改良区、八雲町土
地改良区、玉湯町土地改良区、大庭農地開発土地改
良区）

■県土連第２回監事会及び定期監査を実施  ＝上半期の予算執行状況を監査＝

平成２５年度の第２回監事会と上半期の（4/1～9/30）の定期監査が１

月２３日、石倉代表監事（松江市八雲町土地改良区理事長）と勝部監事

（出雲市斐川土地改良区理事長）の出席により、本会役員室において開

催されました。 

監事会では、石倉代表監事の挨拶に続き、事務局から会議、諸行事等

の会務報告が行われた後、田中専務理事から上半期の業務執行状況等の

説明がありました。 

引き続き定期監査が行われ、事務局から上半期の予算執行状況についての報告後、収支予算執行状況

調書、正味財産増減計算書、貸借対照表や諸帳簿、証拠書類などの監査を受け、いずれも適正に処理さ

れていることが確認されました。 

また、次回の監事会・定期監査は、平成２５年度決算関係書類がとりまとめられる５月に開催される

ことが決定しました。 

■松江市内８土地改良区が合併予備契約調印  ＝４月１日合併を目指して＝

１月１７日、松江市役所で松浦松江市長立ち合いの下、松江

市内の揖屋干拓地土地改良区を除く８土地改良区の理事長が出

席して合併予備契約の調印式が行われました。 

農村の都市化、農家の減少、耕作放棄地の増加や施設の老朽

化等土地改良区を取り巻く厳しい環境の中、松江市内の８土地

改良区では、平成２１年から合併に際しての問題点、課題を洗

い出し、運営基盤の強化と活性化を図るべく検討が重ねられて

きました。 

調印式で、合併推進協議会の加藤会長（松江市土地改良区理

事長）は「合併を機に各地域の特徴を生かし、より一層成長す

るよう努力していきたい」と述べられました。 

今後、各改良区の総代会・総会の議決を得て、島根県知事の認可をもって本年４月１日から新土地改

良区がスタートします。 

【合併の概要】 

○合併の方式      ： 吸収合併 

○吸収する土地改良区  ： 松江市土地改良区 

○吸収される土地改良区 ： 松江市鹿島町土地改良区、松江市八雲町土地改良区 

玉湯町土地改良区、八束郡宍道町土地改良区 

松江市東出雲町土地改良区、松江市大庭農地開発土地改良区 

松江市千酌土地改良区  

○合併後の土地改良区  ： 地区面積 ４,６３５ha、 

組合員数 ７,４６６人（平成２５年１２月現在） 

支部の数 １８支部
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■換地処分促進指導全国会議  ＝全国土地改良事業団体連合会主催＝ 

１月２３日、東京都千代田区平河町の都道府県会館において、平成２

５年度換地処分促進指導全国会議が開催され、各県から換地担当者を中

心に１１４名が出席しました。 

全国土地改良事業団体連合会の新井常務理事の挨拶に続き、農林水産

省農村振興局土地改良企画課の松尾課長補佐から「平成２６年度予算等

換地を巡る情勢について」と題し、①担い手への農地集積・集約化、担

い手への育成等による構造改革の推進、②強い農林水産業のための基盤

づくり、③日本型直接支払の創設、④活力ある農産漁村の構築などの重点項目に加え、農地中間管理機

構が３条資格者として土地改良事業に参加できることや、機構自らが土地改良事業を実施できることな

どの説明がありました。また、農林水産省経営局農地政策課農地業務室の溝口室長からは、農地の有効

利用の継続、農業経営の効率化を進める担い手への農地利用の集積、集約化を進めるため設立する「農

地中間管理機構」について、機構設立のねらい、役割等について説明がありました。 

最後は、宮城県河南矢本土地改良区の勝又事業課長が、東日本大震災で被災した地区の復興へ向けた

ほ場整備事業の実施状況、ＧＩＳ（地図情報）を活用した換地業務の取り組み状況について講演があり

ました。 

■水土里情報担当者会議  ＝全国土地改良事業団体連合会主催＝

１月２４日、東京都港区のＴＫＰ虎ノ門において、平成２５年度第２

回水土里情報担当者会議が、都道府県土連の水土里情報担当者ら４９名

が出席して開催されました。 

はじめに、農林水産省農村振興局整備部設計課の佐藤計画調整室長か

ら、農地基本台帳の地図化予算、平成２５年度補正予算及び平成２６年

度概算決定の説明が行われました。 

説明の中で「農地基本台帳の地図化関係予算としては、平成２５年度

補正予算として、①各農業委員会における台帳の電子化に約４１億円、②一元的電子マップの導入費に

約６９億円、合わせて１１０億円が計上されている。これらの予算に係る農地情報公開システムは、全

国各地の農地に関する情報を地図上で見ることができる『一元的電子マップシステム』で、民間団体が

各農業委員会の協力を得て構築する。既存の水土里地図情報システムの基図（筆区画）や背景図（オル

ソ画像）を活用し、新たなＧＩＳアプリケーションソフトとして構築していくもので、各都道府県土連

の協力をお願いする」と述べられました。 

続いて、同課計画調整室の坂本長期計画班係長から、広域基盤整備計画調査（拡充）における施設情

報の蓄積・共有・可視化について説明がありました。これは、国が保有している国営造成施設の施設、

機能診断結果、点検整備情報や農地整備地区を対象に事業地区区域情報や農業基盤基礎調査で管理する

農地情報（ほ区単位）を水土里地図情報システムに提供するもので、その情報は３年で全国を整備、そ

の後は毎年度情報を追加更新するもので、この水土里地図情報システムを活用することで、施設の劣化

状況の図化等により、施設の長寿命化計画を効率的に作成することが可能となり、施設の維持管理・更

新の将来検討に関係機関が活用できるものです。  
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■お知らせ  ＝３月２６日(水)開催の県土連通常総会等の日程＝

県土連第５６回通常総会、島根県農地・水環境保全協議会理事会・通常総会、島根県農業農村整備推

進協議会総会が下記の日程で開催されますのでご案内いたします。開催日が年度末となりご多忙とは存

じますがご出席のほどよろしくお願いいたします。なお、正式な開催通知は後日お送りいたします。 

時 間 内  容 場  所 

11:30 平成２５年度 第２回 島根県農地・水環境保全協議会理事会 県土連 中会議室 

13:00 平成２５年度 第２回 島根県農地・水環境保全協議会総会 

県土連 大会議室 
14:00 平成２５年度 土地改良功労者表彰式 

14:55 島根県土連 第５６回 通常総会 

16:00 平成２５年度 第２回 島根県農業農村整備推進協議会総会 

■今後の主な予定 

２月 ６日（木） 災害復旧技術向上のための講習（本会） 

２月１３日（木） 第１７回しまねの農村景観フォトコンテスト審査会（本会） 

２月１４日（金） 農地・農業用施設災害復旧事業研修会（本会） 

２月１８日（火） 農業土木専門研修（本会） 

２月１９日（水） 農業土木技術研修（本会） 

２月１９日（水） 農業農村整備事業関係予算説明会（本会） 

２月１９日（水） 島根県農業農村整備推進協議会幹事会（本会） 

２月２０日（木） 東京フォーラム（東京都） 

２月２５日（火） 県土連役員会（本会） 

２月２７日（木） 都道府県土連事務責任者会議（東京都） 

「水」「土」「里」

の未来を創造し働きます 

「水」‥‥農業用水や地域用水 

「土」‥‥土地や農地 

「里」‥‥農村空間、農家や地域住民が一体となった生活空間

水土里ネット島根 （島根県土地改良事業団体連合会） 

〒690-0876 島根県松江市黒田町432-1 島根県土地改良会館 TEL 0852-32-4141 

ホームページhttp://www.shimanedoren.or.jp/ メールsmndoren@shimanedoren.or.jp 

み ど り


